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下
宿
上
自
治
会
第
一
回

班
長
会
に
つ
い
て

第
一
回
班
長
会
が
、
六
月
八
日(

土
）
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
自
治
会
役
員
・
委
員
、
各
班
長
、
子
ど
も
会
育
成
会

会
長
出
席
の
も
と
で
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

☆
第
二
回
役
員
会

五
月
十
八
日
（
土
）

（
自
治
会
役
員
）

・
下
宿
上
文
化
財
保
管
棟
に
て

☆
第
二
回
合
同
役
員
会

五
月
二
十
五
日
（
土
）

（
自
治
会
役
員
・
委
員
、
子
ど
も
会

育
成
会
会
長
）

・
菅
谷
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て

主
な
議
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

一

令
和
六
年
度
自
治
会
年
間
行
事
に
つ
い
て

二

そ
の
他

・
立
哨
活
動
及
び
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
体
制

に
つ
い
て

・
自
主
防
災
組
織
の
班
別
活
動
に
つ
い
て

・
小
規
模
公
園
管
理
該
当
班
に
つ
い
て

・
防
犯
灯
球
切
れ
状
況
確
認
・
報
告
に
つ
い
て

三

同
封
資
料
の
説
明

・
令
和
六
年
度
下
宿
上
地
域
内
立
哨
活
動
及
び

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
体
制

・
令
和
六
年
度
下
宿
上
自
主
防
災
活
動
組
織
図

（
災
害
発
生
時
）

・
令
和
六
年
度
自
治
会
年
間
行
事
表

（
全
戸
配
布
）

・
令
和
五
年
度
市
内
一
斉
清
掃
の
お
知
ら
せ

・
令
和
六
年
度
い
ば
ら
き
防
災
大
学

（
水
戸
会
場
）
の
開
催
に
つ
い
て
（
通
知
）

那
珂
市
防
災
訓
練（
水
害
対
応）
実
施

に
つ
い
て

令
和
六
年
六
月
十
九
日
（
水
）
那
珂
市
防
災
課
に
よ
り
、

大
雨
に
よ
り
河
川
の
水
位
が
上
昇
し
た
と
の
想
定
で
、
避

難
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
午
前
十
時
、
十
時
三
十
分

に
防
災
無
線
か
ら
非
難
に

関
す
る
訓
練
放
送

・
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
我
が
家
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
）
」
を
活
用
し
た
避
難

・
下
宿
上
自
治
会
災
害
対
策

本
部
を
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
す
が
や
」
に
設
置

☆
下
宿
上
自
治
会
避
難
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

菅
谷
小
学
校
か
ら「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が

や
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
下

さ
い
。

下
宿
上
地
内
通
学
路
等
の

点
検
実
施
に
つ
い
て

六
月
三
十
日
（
日
）
十
時
よ
り
、
防
災
防
犯
部
会
を
中

心
に
、
自
治
会
立
哨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
自
治
会
役

員
、
委
員
参
加
の
も
と
で
、
児
童
登
下
校
時
の
危
険
個
所

撲
滅
に
向
け
、
通
学
路
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

確
認
さ
れ
た
危
険
個
所
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
に
提
出
し
改
善
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

お
気
づ
き
の
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
提
供
等
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
二
十
五
回「
自
治
会
長
杯
」
争
奪

ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て

六
月
七
日
（
金
）
水
戸
グ
リ
ー
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

曇
り
空
の
中
、
総
勢
十
四
人
で

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
腕

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
終
わ
っ
て

み
れ
ば
、
実
力
を
発
揮
し
た
小
沼

さ
ん
が
見
事
、
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。表

彰
式
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

数
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
が
、
開
館

間
も
な
い
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

す
が
や
」
に
て
時
間
を
忘
れ
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
大
会
に
も
多
く
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
す
こ
と
、

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

那
珂
市
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念
第
二
十

回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
つ
い
て

六
月
十
六
日
（
日
）
な
か

L
u
ｃ
k
y
Ｆ
Ｍ
公
園
に
て
開

催
さ
れ
た
同
大
会
に
お
い
て
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
さ
れ
見
事
「
準
優
勝
」

と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
梅
雨
の
晴
れ
間
の
暑

い
中
、
年
配
の
メ
ン
バ
ー
が
多

い
に
も
関
わ
ら
ず
三
試
合
を
行

い
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
練
習
の

賜
物
で
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

引
き
続
き
お
元
気
で
ご
活
躍

下
さ
い
。

発 行
菅谷下宿上

自治会だより

「しもかみ」

し
も
か
み



　No2第47号 「　し　も　か　み　」 令和6年7月25日

下
宿
上
子
ど
も
会

花
壇
の
花
植
え
に
つ
い
て

六
月
九
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
下
宿
上
子
ど

も
会
主
催
に
よ
る
、
花
壇
へ
の
花
の
苗
植
え
を
、
子
ど
も
会

、
子
ど
も
会
育
成
会
、
自
治
会
役
員
・
委
員
の
皆
様
参
加
の

も
と
で
行
い
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
（
少
し
暑
い
く
ら
い
で
し
た
）
参
加

者
全
員
が
一
致
協
力
し
て
、
沢
山
の
美
し
い
花
の
苗
を
植

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
花
壇
へ
の
水
や
り
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
会
と

自
治
会
役
員
・
委
員
の
皆
様
協
力
の
も
と
、
交
代
で
行
い

ま
す
。
き
れ
い
な
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
（
市
内
二
つ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
と
の
事
で
す
。
）

愛
宕
・
八
龍
神
社
お
田
植
え
祭
の

祭
事
に
つ
い
て

七
月
二
十
三
日
（
火
）
午
後
三
時
よ
り
、
お
田
植
え
祭
の

準
備
を
行
い
、
午
後
六
時
よ
り
下
宿
上
地
区
協
力
助
成
会
長

、
副
会
長
、
会
計
、
書
記
、
行
事
委
員
並
び
に
地
元
の
方
数

名
が
参
加
さ
れ
、
鹿
島
神
社
宮
司
様
に
よ
り
、
御
し
め
縄
も

新
た
に
祭
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

愛
宕
神
社

火
の
神
様

町
内
安
全

八
龍
神
社

水
の
神
様

五
穀
豊
穣

※
「

愛
宕
・
八
龍
神
社
お
田
植
え
祭」
の
祭

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
七
月
二
十
三

日
に
、
執
り
行
な
わ
れ
ま
す
。


